
令和８年６月１日 

社会福祉法人ほのぼの会 

 

女性活躍推進法にかかる情報公表 

 

 

法人名  社会福祉法人ほのぼの会 

事業   社会福祉事業 高齢者介護 

従業員数 １２０人(令和８年４月１日時点) 

 

◇労働者に占める女性労働者の割合(令和８年４月１日時点) 

労働者に占める女性労働者の割合 ７４.２％ 

全労働者 １２０名 

女性職員  ８９名 

男性職員  ３１名 

 

◇女性管理職比率(令和８年４月１日時点) 

女性管理職比率 ８０％ 

課長級   ５名 

女性管理職 ４名 

男性管理職 １名 

 

◇男女間賃金差異(令和７年度実績) 

 男女間賃金差異 

全労働者 80.1％ 

正社員 90.7％ 

パート・有期社員 95.7％ 

【男女間賃金差異について】 

当法人における男女間賃金差異は、女性職員の割合が高く、また短時間勤務のパートタイ

ム職員に女性が多く在籍していることが主な要因となっています。 

なお、正規職員・パート職員における給与制度、昇給、賞与及び各種手当については、性

別による差異を設けておらず、職務内容や役割、経験年数等に基づき決定しております。 

当法人では、育児や介護など職員一人ひとりのライフスタイルに応じた多様な働き方を支

援しており、短時間勤務やパートタイム勤務を選択しながら継続して就業できる環境づく

りに取り組んでいます。 

性別にかかわらず能力を発揮できる職場環境の整備と、誰もが働き続けやすい職場づくり

を推進しております。 

 



【ほのぼの会 仕事と子育ての両立を支援するための制度について】 

 

当法人では、職員が安心して子育てをしながら働き続けられるよう、柔軟な働

き方を支援する各種制度を整備しています。 

また、子育て世代の女性職員が多数活躍しており、子どもの学校行事や保育

園・学校からの呼び出し、急な体調不良による休暇取得にも対応できるよう、

職員同士が支え合うサポート体制を整えています。そのため、仕事と家庭を両

立しながら安心して働くことができる職場環境となっています。 

 

■柔軟な働き方を実現するための措置 

対象となる職員は、次の制度を利用することができます。 

・養育両立支援休暇 

・短時間勤務制度 

職員は、それぞれの家庭環境や子育ての状況に応じて、いずれか一方または

両方の制度を選択して利用することができます。つまり養育両立支援休暇と

短時間勤務制度を併用することも可能です。 

 

■育児短時間勤務の延長制度 

当法人では、仕事と子育ての両立を支援するため、法定基準を上回る独自の

支援制度として、育児短時間勤務制度の対象期間を延長しています。 

一定の要件を満たす職員については、３歳から小学３年生の３月末日までの

子を養育する期間において、所定労働時間を３０分から２時間の範囲で短縮

することができます。 

本制度は、職員一人ひとりの家庭状況や就業状況等を踏まえ、法人が定める

基準に基づき利用することができます。 

子どもの成長に合わせて働き方を調整できるため、育児と仕事の両立を図り

ながら、安心して継続勤務できる環境づくりを推進しています。 

今後も、職員一人ひとりがライフステージに応じて能力を発揮し、長く活躍

できる職場環境の整備に努めてまいります。 

 

■その他、子の看護等休暇や育児のための所定外労働の免除など職員の移行に

沿って取得することができます。 

 


